
269

終　章　地域史の課題と可能性

　
　
　

終　

章　

地
域
史
の
課
題
と
可
能
性

　
　
　
　
　

1　

成
果
と
課
題

　

本
書
は
東
北
地
方
南
部
太
平
洋
岸
の
地
域
を
舞
台
に
、
武
士
団
の
動
向
を
通
史
的
に
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
考
古
資
料
・
文
献
史

料
を
中
心
に
金
石
文
、
城
館
、
条
里
制
遺
構
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
た
。
資
料
の
限
ら
れ
て
い
る
地
域
史
研
究
は
、
総
合
的（
学
際
的
）

な
視
角
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
う
し
た
手
法
に
よ
っ
て
お
お
ま
か
な
見
通
し
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
時
代
ご
と

に
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
と
課
題
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

平
安
時
代
　

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
常
陸
平
氏
の
武
士
団
の
庶
氏
が
、
各
河
川
の
流
域
ご
と
に
鱗
の
よ
う
に
展
開
し
た
こ
と
、
そ
の
開
発
地
の
谷
奥
に
は
、

館
、
堂
宇
・
経
塚
な
ど
の
宗
教
施
設
が
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
白
水
阿
弥
陀
堂
に
つ
い
て
は
、
徳
尼
伝
説
が
江

戸
時
代
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
戦
国
期
の
岩
城
氏
系
図
を
も
と
に
潤
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
白
水
阿
弥
陀

堂
苑
池
出
土
の
か
わ
ら
け
編
年
か
ら
白
水
阿
弥
陀
堂
の
創
建
が
伝
説
の
一
一
六
〇
年
よ
り
遡
る
可
能
性（
一
二
世
紀
前
葉
）を
指
摘
し
、
創

建
に
関
わ
っ
た
の
が
岩
城
氏
で
は
な
く
岩
崎
氏（
北
郷
氏
）で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
岩
崎
氏
は
、
岩
手
県
平
泉
町
の
柳
之
御
所
遺
跡
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出
土
の
墨
書
折
敷
の
書
か
れ
た
「
人
々
給
絹
日
記
」
に
記
載
の
あ
る
「
岩
崎
三
郎
」
の
属
す
る
武
士
団
で
あ
り
、
徳
尼
伝
説
と
は
ま
た
違

っ
た
視
角
で
、
平
泉
藤
原
氏
と
い
わ
き
の
関
係
を
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

鎌
倉
・
室
町
時
代

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
好
島
荘
総
鎮
守
で
あ
る
飯
野
八
幡
宮
の
経
所
建
物
の
構
造
や
間
取
り
な
ど
の
復
元
か
ら
、
福
島
県
内
の
発
掘
調
査
で

確
認
で
き
る
中
世
の
掘
立
柱
建
物
跡
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
。
復
元
し
た
建
物
は
こ
の
時
代
の
住
宅
系
建
物
の
基
準
と
な
る
と
考
え

る
。「
国
魂
経
隆
遺
領
配
分
状
」
は
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
「
田
畠
在
家
」
分
析
の
基
本
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
名
字
に
注
目
し
、
作
人
の
構
成
が
国
魂
氏
及
び
親
族
、
村
の
有
力
者
、
庶
子
、
家
の
子
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
譲
状
の
背
後
に
は
母
系
を
含
め
た
姻
族
の
存
在
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
相
続
も
土
着
も
、
父
系
の
検
討
だ
け
で
は
不

十
分
な
こ
と
を
も
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
「
王
」
姓
型
字
の
存
在
か
ら
大
國
魂
神
社
を
奉
祭
す
る
古
代
一
族
の
末
裔
の
存
在
に
も
言
及
し
た
。

「
平
基
秀
法
師
の
屋
敷
」
で
は
、
基
秀
の
譲
状
と
上
神
谷
条
里
と
の
対
比
か
ら
、
こ
の
時
代
の
屋
敷
の
性
格
や
手
殖
地
の
あ
り
方
を
探
っ

た
。
文
書
の
分
析
に
歴
史
地
理
学
を
援
用
し
た
事
例
で
あ
る
。「
菊
田
荘
滝
尻
宿
」
の
分
析
も
同
様
の
総
合
的
な
分
析
で
あ
る
。
滝
尻
宿

の
あ
る
泉
町
に
関
わ
る
文
書
・
金
石
文
・
地
誌
・
考
古
資
料
・
地
籍
図
な
ど
の
史
資
料
、
城
館
の
縄
張
調
査
成
果
、
伝
承
な
ど
を
検
討
し

た
も
の
で
、
中
世
の
滝
尻
宿
の
復
元
を
意
図
し
た
。
こ
の
復
元
の
当
否
は
今
後
の
発
掘
調
査
等
で
検
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
世
城
館

　

第
Ⅲ
部
で
は
、
八
か
所
の
城
館
に
つ
い
て
発
掘
調
査
や
縄
張
調
査
の
成
果
を
紹
介
し
た
。
い
わ
き
地
方
を
統
治
し
た
岩
城
氏
の
本
拠
で

あ
る
白
土
城
、
岩
城
氏
の
有
力
家
臣
で
あ
る
上
遠
野
氏
の
上
遠
野
城
、
相
馬
氏
と
の
境
目
の
城
で
あ
る
天
神
山
城
、
地
侍
・
土
豪
ク
ラ
ス

の
城
で
あ
る
砂
屋
戸
荒
川
館
・
中
山
館
・
吹
揚
館
、
山
間
の
村
の
城（
匠
番
柵
館
・
殿
田
館
・
屹
館
）な
ど
多
様
な
城
館
を
紹
介
し
た
。
い

わ
き
市
内
に
は
約
一
六
〇
か
所
以
上
の
城
館
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
縄
張
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
城
館
は
四
〇
か
所
程
度
で
あ
る
。
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城
域
が
広
大
な
た
め
、
開
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
行
政
で
苦
慮
す
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ず
は
包
蔵
地
台
帳
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
城
館
の
詳
細
な
縄
張
調
査
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

戦
国
時
代

　

第
Ⅳ
部
で
は
、
戦
国
大
名
岩
城
氏
の
領
国
支
配
と
城
館
、
戦
国
期
城
下
町
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
城
館
の
縄
張
と
立
地
に
よ
る
分
類
、

城
下
町
の
二
重
性（
イ
エ
的
空
間
・
主
従
的
空
間
）な
ど
、
他
地
域
の
領
域
権
力
と
の
共
通
性
が
確
認
で
き
た
。
近
年
の
戦
国
史
研
究
の
進

展
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
岩
城
氏
の
「
家
中
」「
洞
」
と
外
様
の
旗
下
の
武
士
と
の
関
係
、

城
館
の
階
層
性
な
ど
今
後
深
め
ら
れ
る
べ
き
課
題
は
多
い
。
岩
城
氏
の
領
国
支
配
を
解
明
す
る
た
め
に
は
家
臣
団
の
分
析
は
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
岩
崎
氏（
小
川
氏
）、
中
山
氏
な
ど
岩
崎
氏
系
の
武
士
の
系
図
と
文
書
か
ら
そ
の
系
譜
を
検
討
し
、
岩
崎
氏
系
で

あ
り
な
が
ら
岩
城
氏
の
一
門
扱
い
に
な
る
一
族
の
具
体
的
な
動
向
を
提
示
し
た
。
系
図
類
は
中
世
史
料
を
踏
ま
え
た
批
判
的
検
討
が
必
須

で
は
あ
る
が
、
岩
城
氏
と
家
臣
団
の
関
係
性
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
も
っ
と
活
用
さ
れ
て
よ
い
。
他
氏
に
つ
い
て
も
同
様
な
検
討
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

2　

地
域
史
の
可
能
性

　

最
後
に
、
地
域
史
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
思
い
つ
く
ま
ま
に
ふ
れ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

中
世
前
期
の
武
士
団
は
、
地
域
の
開
発
主
体
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、「
国
魂
経
隆
遺
領
配
分
状
」
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
親
族
・
姻
族
・
村
の
有
力
者
な
ど
の
複
雑
な
利
害
関
係
が
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
定
田
・
免
田
・
荒
地
な
ど
が
錯
綜
す
る

非
一
円
的
な
土
地
支
配
で
あ
っ
た
。
文
書
だ
け
で
な
く
近
年
調
査
が
進
む
経
塚
・
金
石
文
・
仏
像
・
石
造
物
・
考
古
資
料
な
ど
を
活
用
し
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た
総
合
的
研
究
に
よ
り
、
武
士
団
の
内
実
や
村
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

　

中
世
後
期
の
武
士
は
支
配
者（
領
主
）と
し
て
の
側
面
が
研
究
対
象
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
階
層
的
視
角
か
ら
そ
れ
を
相
対
化
す
る
意
味

で
も
、
村
々
に
存
在
す
る
城
館
の
縄
張
が
地
域
の
実
情
を
知
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
書
で
紹
介
し
た
差
塩
地
区
の
小
規
模
城

館
や
小
さ
い
な
が
ら
石
積
遺
構
を
も
つ
吹
揚
館
な
ど
は
こ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
岩
城
氏
と
家
臣
団
と
の
関
係
を
知
る
手
掛
か
り
と
し

て
有
効
な
系
図
研
究
は
、
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
の
史
料
批
判
も
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
新
た
な
研
究
の
出
現
に
期
待
し
た
い
。

　

歴
史
地
理
学
的
研
究
も
視
野
を
広
げ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
中
世
前
期
の
武
士
団
の
開
発
拠
点
の
景
観
、
鎌
倉
時
代
の

領
主
館（
平
基
秀
法
師
の
屋
敷
）の
景
観
、
滝
尻
宿
の
景
観（
館
・
宿
・
市
）、
戦
国
期
城
下
町
の
景
観（
大
館
城
）を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

城
館
の
縄
張
や
条
里
制
遺
構
も
そ
れ
自
体
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
年
代
を
限
定
で
き
な
い
。
考
古
学
的
な
手
法
と
の
組
み
合
わ
せ
が
不
可
欠

で
あ
る
。
本
書
の
成
果
は
、
今
後
の
研
究
の
た
た
き
台
と
し
て
批
判
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
も
地
域
史
の
新
し
い
論
点
を
導
き
出
す
可
能
性
が
あ
る
。
本
書
で
は
、
徳
尼
伝
説
と
戦
国
時
代
の
女
性
有
徳
人
と

の
関
係
、
国
魂
氏
の
姻
族
の
重
要
性
、
岩
城
氏
と
中
山
氏
の
一
体
化
と
も
い
え
る
姻
戚
関
係
を
生
む
に
至
る
白
土
隆
忠
の
母
・
姉
・
娘
の

役
割
、
岩
城
郡
主
と
し
て
の
桂
樹
院（
岩
城
親
隆
室
）の
存
在
感
な
ど
に
言
及
し
て
き
た
。
歴
史
の
後
景
に
霞
み
が
ち
な
女
性
の
姿
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
こ
と
は
、
地
域
史
の
可
能
性
を
開
く
こ
と
に
な
る
に
違
い
な
い
。


